
 

 

 

 

 

 

 

◆特別支援学校等における就労支援 

文部科学省から発表されている『特別支援学校高等部の卒業後の状況（令和６年度３月卒業者）』が、下記の資料と

なります。手帳を所有する特別支援学校高等部の卒業生が生涯にわたって自立し社会参加をするためには、職業的な自

立を目指すことが重要となります。しかし、全国の動向として、高等部卒業者（２０,６４１人）における就職者の割合は約３割

（６,１１５人）となっています。 

国の就労対策としては、労働局やハローワーク等において特別支援学校との連携をさらに強化するように通知が出され

たり、新たな障害福祉サービスとして就労選択支援（令和７年１０月）が開始されたりしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国では、就職者数の割合が約３割という状況のなか、本校の就職者数は、下記の表のとおり、約９割（過去５年間の 

平均）と高い割合となっています。本校は、県内の特別支援学校の中でも一般就労を目指している生徒が多いことが特 

色の一つとして考えられます。社会参加をするために、引き続き、卒業後の進路に関する実践的・体験的な学習活動を行 

い、社会の一員として活躍できる人材となるように「働く力」を養っていきたいと考えています。 

今後とも生徒の夢の実現に向けて、進路指導へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

                                     

        年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

 就職者数 

（卒業数に対する割合） 

２４人 

（約８９％） 

２１人 

（１００％） 

２７人 

（約８７％） 

２７人 

（約９３％） 

２６人 

（約９３％） 
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【本校の過去５年間における就職者数】  


